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弘
前
市
出
身
、
直
木
賞
作
家
長
谷
部
日
出
雄
氏
の
刊
行
本
の
一
つ
に
「
津
軽
空
想

旅
行
」
（
津
軽
書
房
刊
）
が
あ
る
。
そ
の
本
の
中
に
、
本
州
北
端
の
イ
タ
コ
の
記
事

が
あ
る
。
そ
の
項
を
読
み
進
む
う
ち
に
、
（
以
下
一
部
を
抜
粋
す
る
）

『
地
元
の
車
力
村
に
も
イ
タ
コ
は
い
た
が
、
当
時
〃
ド
ン
ジ
ャ
ガ
の
ハ
ル
ィ
タ
コ
〃

①
●

と
い
え
ば
、
〃
カ
ヘ
（
嘉
瀬
）
の
オ
リ
イ
タ
コ
〃
と
並
ん
で
、
こ
の
地
方
で
も
っ
と

も
評
判
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。
』

×
×
×

オ
リ
イ
タ
コ
は
、
小
さ
い
と
き
か
ら
私
の
身
内
と
聞
え
て
い
た
の
で
、
調
べ
廻
っ

て
み
た
。

〃
力
へ
（
嘉
瀬
）
の
オ
リ
イ
タ
コ
〃
は
北
津
軽
郡
嘉
瀬
村
二
百
十
番
戸
（
畑
中
）

に
父
中
村
永
助
、
母
く
ら
の
長
女
と
し
て
、
明
治
七
年
八
月
廿
日
に
生
れ
た
。

本
名
は
変
体
仮
名
で
混
り
」
以
下
異
り
」
と
書
く
．
二
女
「
り
っ
」
明
治
十

年
三
月
十
日
生
れ
、
は
私
の
祖
母
。
長
男
要
作
、
明
治
十
二
年
十
二
月
十
日
生
れ
、

以
下
野
上
ミ
ッ
オ
さ
ん
か
ら
の
聞
き
書
き
で
あ
る
。

韮
り
イ
タ
コ
の
師
匠
は
分
ら
な
か
っ
た
が
、
弟
子
は
沢
山
い
て
、
そ
の
中
で
今
で

野
上
ミ
ッ
オ
さ
ん
の
母
の
よ
は
、
下
高
根
の
野
上
多
助
と
結
婚
、
故
あ
っ
て
夫
婦
も
名
前
の
分
っ
て
い
る
の
は
、
中
柏
木
原
善
の
オ
ミ
ョ
（
こ
の
人
は
目
明
き
）
大
沢

と
も
嘉
瀬
に
転
居
し
て
嘉
瀬
で
暮
ら
す
。
そ
の
野
上
家
と
、
詮
り
は
一
緒
に
居
た
と
内
の
ハ
ナ
、
同
じ
く
大
沢
内
の
ソ
ワ
な
ど
で
あ
る
。

言
う
の
で
す
。
初
め
は
握
り
の
す
ぐ
の
妹
ゑ
ん
達
と
も
一
緒
で
、
下
古
町
の
秋
元
貞
盲
で
あ
っ
た
韮
り
も
遅
ま
き
な
が
ら
結
婚
す
る
事
に
な
る
。
大
正
元
年
の
年
、
明

雄
さ
ん
の
処
（
通
称
、
近
所
で
は
奴
家
と
呼
ん
で
い
た
）
、
秋
元
貞
雄
さ
ん
は
秋
元
幸
治
七
年
生
れ
で
あ
る
か
ら
二
十
九
歳
か
、
相
手
は
四
歳
年
上
で
二
人
の
子
連
れ
の
中

之
進
の
別
家
、
そ
の
後
中
村
正
敏
さ
ん
屋
敷
の
北
端
れ
。
（
二
ヶ
所
と
も
私
が
小
さ
い
村
嘉
四
太
郎
と
云
う
人
、
住
所
は
金
木
町
蒔
田
四
十
五
番
戸
、
入
り
婿
で
あ
る
の
で
、

頃
何
回
も
遊
び
に
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
猛
り
が
居
た
の
か
私
に
は
分
ら
な
か
つ
嘉
瀬
に
来
て
一
緒
に
住
む
。
中
村
嘉
四
太
郎
は
通
称
オ
ン
チ
ャ
と
呼
ば
れ
、
嘉
瀬
村

た
。
）
に
移
住
。
役
場
の
小
使
い
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
。
当
時
の
村
長
溝
の
工
藤
保
次
郎
さ
ん
達
と

葬
り
は
生
れ
な
が
ら
盲
で
な
か
っ
た
。
青
春
期
の
十
八
歳
の
あ
る
夜
、
突
然
目
が
嘉
瀬
役
場
前
で
写
し
た
写
真
も
ミ
ッ
オ
さ
ん
か
ら
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
ミ
ッ
オ
さ
ん

痛
み
だ
し
、
一
晩
病
ん
で
、
そ
の
ま
ま
失
明
し
た
と
い
う
。
今
の
病
名
で
い
え
ば
何
は
、
そ
の
オ
ン
チ
ャ
か
ら
非
常
に
可
愛
い
が
っ
て
も
ら
っ
た
と
、
具
体
的
な
物
語
り

ん
だ
っ
た
の
だ
ら
う
か
、
体
は
大
柄
で
性
格
も
明
る
く
、
も
の
事
に
く
よ
く
よ
し
な
な
ど
し
て
く
れ
た
。

い
娘
だ
っ
た
の
で
、
突
然
盲
に
な
っ
た
己
れ
の
人
生
に
も
落
ち
こ
ま
ず
、
そ
の
時
か
そ
し
て
、
ミ
ッ
オ
さ
ん
は
言
う

ら
敢
然
と
「
ま
な
ぐ
影
な
ぐ
な
っ
た
ハ
デ
、
わ
、
修
業
し
て
イ
タ
コ
に
な
る
〕
と
イ
「
私
の
弟
正
雄
（
野
上
正
男
、
筆
者
よ
り
一
歳
下
）
が
、
四
、
五
歳
頃
か
、
握
り

タ
コ
の
修
業
に
出
て
行
っ
た
と
い
う
。
ど
こ
の
イ
タ
コ
ヘ
修
業
に
行
っ
た
の
か
、
何
の
傍
で
元
気
で
遊
び
廻
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
湿
り
は
、
こ
の
子
は
長
生
き
し
な
い

年
修
業
し
た
か
も
残
念
な
が
ら
不
明
。
ミ
ッ
オ
さ
ん
達
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
と
子
だ
些
と
一
言
。

き
は
、
大
柄
な
体
の
肩
か
ら
大
き
な
黒
い
数
珠
を
か
け
、
そ
の
数
珠
玉
を
数
え
な
が
そ
の
後
、
そ
の
一
言
が
当
っ
た
の
が
、
い
い
事
か
悪
い
こ
と
か
知
ら
な
い
が
、
正

ら
、
霊
界
の
こ
と
は
勿
論
、
縁
談
、
失
せ
物
等
も
占
い
、
そ
れ
が
よ
く
当
る
の
で
大
雄
は
敗
戦
の
翌
々
年
二
十
二
歳
で
若
死
し
た
。

繁
盛
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
ミ
ッ
オ
さ
ん
八
歳
の
と
き
と
言
う
か
ら
、
昭
和
二
年
か
、
塊
り
は
中
村
正
敏
さ
ん

下
古
町
の
秋
元
貞
雄
さ
ん
の
屋
敷
（
現
原
田
万
治
さ
ん
が
管
理
し
て
い
る
）
も
、
イ
タ
北
側
屋
敷
内
で
、
野
上
一
家
に
見
送
ら
れ
盲
の
人
生
に
終
り
を
告
げ
る
。
享
年
五
十

コ
の
実
入
り
で
購
入
し
三
姉
妹
家
族
一
緒
に
居
た
そ
う
だ
が
、
兄
弟
は
他
人
の
は
じ
ま
二
歳
か
、
そ
の
二
年
前
、
夫
の
通
称
オ
ン
チ
ャ
も
死
亡
し
て
い
る
。

り
の
例
に
も
れ
ず
、
仲
互
い
と
な
り
、
そ
の
屋
敷
を
す
ぐ
下
の
妹
、
ゑ
ん
に
渡
し
て
結
局
、
狼
り
に
は
子
供
が
な
か
っ
た
が
、
夫
の
連
れ
子
忠
太
郎
と
、
裳
り
の
妹
ゑ

野
上
の
家
族
と
一
緒
に
、
中
村
正
敏
さ
ん
屋
敷
内
に
移
住
す
る
。
ミ
ッ
オ
さ
ん
は
言
ん
の
娘
タ
ミ
と
一
緒
に
な
り
、
そ
の
子
、
孫
と
続
い
て
北
海
道
に
住
ん
で
い
る
ら
し

う
「
当
時
ど
こ
で
も
貧
乏
で
物
の
食
い
な
か
っ
た
時
代
、
筵
り
イ
タ
コ
に
あ
が
る
菓
い
が
、
私
達
親
類
に
消
息
は
な
い
。

子
類
を
貰
っ
て
た
べ
た
く
て
近
所
の
子
供
達
は
私
と
遊
び
た
が
っ
た
」
と
。

写

４

墨
鳶
薑
室

罰
別

__x､了x_三

＝ 令 逗 一

軍

．

’

l－r可凸

は
鎌
田
稲
辰
さ
ん
が
常
日
頃
よ
く
言
っ
て
い
た
「
桃
ァ
唄
．
上
手
で
あ
っ
た
零
ハ
テ
、

イ
シ
兄
要
作
サ
か
が
れ
ば
、
桃
も
ど
へ
も
へ
な
く
て
あ
っ
た
ネ
些
の
要
作
で
あ
る
。

大
正
十
年
頃
中
村
要
作
一
家
は
北
海
道
十
勝
へ
引
っ
越
す
る
。
嘉
瀬
に
残
っ
た
の

は
、
要
作
の
姉
握
り
、
り
っ
、
妹
ゑ
ん
（
秋
元
幸
之
進
の
祖
父
の
弟
に
嫁
す
）
ゆ
わ

（
沢
田
忠
勝
の
祖
母
）
の
よ
（
野
上
ミ
ッ
オ
の
母
、
ミ
ッ
オ
さ
ん
は
現
在
松
川
秀
一

さ
ん
の
妻
）
・
み
な
（
沢
田
沢
八
、
私
の
祖
父
の
弟
に
嫁
し
、
男
の
子
良
雄
を
生
み

早
世
）

妹
達
は
全
部
結
婚
し
て
い
る
の
に
、
長
女
狂
り
だ
け
は
結
婚
し
て
い
な
い
。
や
っ

ぱ
り
盲
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ら
う
。
結
婚
し
な
い
で
中
村
家
十
勝
へ
引
っ
越
し
し
た
後
、

葬
り
は
一
人
で
嘉
瀬
の
何
処
に
居
た
の
だ
ら
ぅ
か
。
親
類
の
年
寄
り
は
、
ほ
と
ん
ど

死
ん
で
い
る
。
間
き
よ
う
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
知
っ
て
い
た
人
が
見
つ
か
っ
た
。
し
か
も
写
真

（
別
掲
）
ま
で
持
っ
て
い
た
。
前
述
の
、
の
よ
の
娘
旧
性
野
上
ミ
ッ
オ
さ
ん
で
し
た
。
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